
Popo  

マタイ福音書とルカ福音書、書物の始まりが大きく違います。  

ChatGPT  
マタイ福音書とルカ福音書は、新約聖書に含まれる四つの福音書のうちの二つで、イエス・キリストの生涯と教
えを伝えるものです。しかし、確かに、これら二つの福音書の始まりは大きく異なります。

マタイ福音書は、イエスの系図から始まります。この系図は、アブラハムからダビデ、そしてバビロン捕囚から
イエスまでの家系をたどるものです（マタイ1:1-17）。マタイはユダヤ人の読者を意識して書かれており、イエ
スが旧約聖書の予言を成就したメシアであることを示すために、系図を通じてその正統性を強調しています。

一方、ルカ福音書は、神の働きを語るためにゼカリヤとエリザベスの物語から始まります。この夫婦は高齢であ
りながら、神の約束によって息子ヨハネ（後の洗礼者ヨハネ）を授かります（ルカ1:5-25）。ルカは非ユダヤ人
の読者も意識して書かれており、イエスの物語を全人類に関わるものとして提示しています。ルカはまた、イエ
スの誕生に至るまでのいくつかの詳細な物語、例えばマリアの受胎告知（ルカ1:26-38）やマリアとエリザベス
の出会い（ルカ1:39-56）を含んでいます。

これらの違いは、それぞれの福音書が異なる目的と読者を持っていることを反映しています。マタイはユダヤ人
の読者にイエスのユダヤ人としての正統性を強調する一方で、ルカはより普遍的な視点からイエスの物語を紹介
し、全人類に対する神の愛と救いのメッセージを強調しています。

Popo  

しかし、どちらも「アブラハム」に言及しています。  

ChatGPT  
はい、その通りです。マタイ福音書とルカ福音書の両方がアブラハムに言及していますが、それぞれの文脈と目
的が異なります。

マタイ福音書は、イエスの系図をアブラハムから始めています（マタイ1:1-17）。この系図は、イエスがユダヤ
人の歴史と神の約束の中で特別な位置を占めていることを強調し、メシアとしての資格を示すために使用されて
います。マタイはイエスがユダヤ人のメシアであるという点を強調するため、アブラハムとダビデの名前を系図
の最初に置いて、イエスがユダヤ人の大切な歴史的および宗教的人物の直系の子孫であることを示しています。

一方で、ルカ福音書もイエスの系図を提供していますが、それはイエスの公的な活動が始まる直前の章に置かれ
ており、アダムまでさかのぼっています（ルカ3:23-38）。ルカの系図はアブラハムを通過点として言及してい
ますが、さらに遡ってアダムに至り、「神の子」としてアダムに言及することで、イエスを全人類の救い主とし
て位置づけています。これにより、ルカはイエスのメッセージがユダヤ人だけでなく、全人類に向けられている
ことを強調しています。

両方の福音書がアブラハムに言及することは、イエスがユダヤ人の伝統の中に根ざしていると同時に、それを超
えた普遍的な意義を持つ人物であることを示しています。マタイはユダヤ人の読者に対してイエスの正統性を強
調し、ルカはより広い読者層に対してイエスが全人類のための救い主であることを示しています。

Popo  



マタイ福音書の方では、アブラハムを通して祝福が全世界に広がっていく
こと。ルカ福音書は、アブラハムに約束されたあわれみによる救いが表さ
れること。ヘブル人への手紙11章で信仰のアブラハムに約束された、天の
都と、よみがえりの命を、それぞれがテーマとしています。

 

ChatGPT  
あなたの指摘は洞察に富んでいます。マタイ福音書とルカ福音書、そしてヘブル人への手紙におけるアブラハム
の言及は、それぞれが異なるテーマと神学的な強調点を持っていますが、共通しているのはアブラハムを通じて
神の約束がどのように実現されるかということです。

マタイ福音書におけるアブラハム  

マタイ福音書では、アブラハムを通じて全世界への祝福が広がることが強調されています。これは、イエス・キ
リストがユダヤ人のメシアであると同時に、全人類への救いの手段であることを示唆しています。マタイはイエ
スの系図をアブラハムから始めることで、イエスが神がアブラハムに与えた約束の成就者であることを示してい
ます。この約束は、アブラハムの子孫を通じて全国が祝福を受けるというものでした（創世記12:3）。

ルカ福音書におけるアブラハム  

ルカ福音書では、アブラハムに約束されたあわれみに基づく救いが強調されています。ルカは特に、イエスの系
図をアダムまで遡らせることで、イエスが全人類の救い主であることを示しています。この視点から、アブラハ
ムの言及は、ユダヤ人だけでなく全人類への神の救いの計画がアブラハムの時代から既に始まっていたことを示
しています。ルカはまた、ザカリアの頌歌（ルカ1:68-79）やシメオンの頌歌（ルカ2:29-32）を通じて、この救
いがアブラハムとその子孫に対する神の古い約束の成就であることを強調しています。

ヘブル人への手紙におけるアブラハム  

ヘブル人への手紙11章では、アブラハムが信仰によって受け継いだ約束、特に「天の都」と「よみがえりの命」
に焦点を当てています。この手紙は、信仰によるアブラハムの歩みを模範として提示し、読者に対しても同様の
信仰を持つことを奨励しています。アブラハムの信仰は、見えないものを信じ、神が約束したものが実現するこ
とを確信することに基づいていました。この章は、信仰によって神の約束を継承することの重要性を強調してい
ます。

これらの文脈において、アブラハムは神の計画と約束の中心的人物として描かれ、イエス・キリストを通じてそ
の約束がどのように全人類に適用されるのかを示しています。各文書は、このテーマを異なる視点から探求して
おり、信仰、救い、そして神の計画の実現についての豊かな神学的洞察

Popo  



ですから、アブラハムへの約束の成就として、マタイ福音書が目指してい
るのは天の都、ルカ福音書はよみがえりの命である聖霊が中心テーマと
なっていると考えられます

 

ChatGPT  
あなたの解釈は、マタイ福音書とルカ福音書がそれぞれ異なるテーマと神学的焦点を持っていることを洞察深く
捉えています。この観点から、両福音書がアブラハムへの約束の成就をどのように描写しているかを検討する
と、確かにそれぞれの強調点と中心テーマが見えてきます。

マタイ福音書と天の都  

マタイ福音書では、イエスの教えと行動を通じて、「天の国」または「天の都」の概念が頻繁に登場します。イ
エスの系図がアブラハムに始まることで、マタイはイエスがユダヤ人の期待するメシアであり、神の王国を地上
にもたらす者であることを強調しています。この福音書が目指しているのは、アブラハムの子孫を通じて全世界
に及ぶ神の王国の実現であり、それは天の都、すなわち新しいエルサレムの到来を暗示していると考えられま
す。この視点は、イエスの教えと奇跡が、神の支配と正義がこの世に実現されることを示唆していると理解でき
ます。

ルカ福音書とよみがえりの命、聖霊  

ルカ福音書では、救いと聖霊の働きが中心的なテーマです。ルカはイエスの生涯を通じて、神のあわれみと救い
の計画が全人類に開かれていることを強調します。ルカの系図がアダムにまでさかのぼることで、イエスの使命
がアブラハムの子孫に限定されない、全人類へのものであることを示しています。また、ルカは聖霊の働きに重
点を置き、聖霊による導きと力が、信者たちによみがえりの命を与え、神の計画に参与させることを示していま
す。この観点から、ルカ福音書での中心テーマは、アブラハムへの約束の成就としての救いと聖霊の与える新し
い命です。

これらの福音書が展開するテーマは、それぞれがアブラハムへの約束を基にしてイエス・キリストを通じて神の
計画がどのように実現されるかを異なる角度から探求しています。マタイ福音書は、イエスがもたらす天の都、
すなわち神の完全な支配と王国の実現に焦点を当て、ルカ福音書は、イエスによる救いと聖霊を通じた新しい
命、よみがえりの命へのアクセスを強調しています。これらの視点は、イエス・キリストを通じてアブラハムへ
の約束がどのように全人類に及ぶかを理解する上で重要な洞察を提供します。

Popo  

また、マタイでは、悪魔との戦いの後に引用されるイザヤ書は9章のガリ
ラヤに光が昇ること、ルカでは、悪魔との戦いの後に引用されるイザヤ書
は61章の恵みの年であることも、その中心テーマに合致していると思われ
ます

 

ChatGPT  
あなたの観察は、マタイ福音書とルカ福音書がそれぞれどのようにイザヤ書の預言を引用し、自らの中心テーマ
に結びつけているかを示しています。これらの引用は、各福音書がどのようにイエス・キリストの役割と使命を
理解し提示しているかに光を当てています。



マタイ福音書とイザヤ書9章  

マタイ福音書では、イエスが悪魔との誘惑の後に公的な働きを始め、ガリラヤにおける彼の活動を紹介する際に
イザヤ書9章の預言を引用します（マタイ4:12-16）。この預言は、「暗闇の地に住む民が大きな光を見、死の地
と影の地に住む者に光が照らされた」という言葉を通じて、イエスの教えと奇跡がガリラヤの地に新たな希望と
光をもたらすことを宣言しています。マタイはこの引用を使って、イエスの活動が神の救いの光を暗闇に照らす
こと、特に迷いや抑圧の中にある人々に希望をもたらすことを強調しています。これは、マタイが描く「天の
都」のテーマ、すなわち神の支配と救いの光がこの世界に現れることに直接関連しています。

ルカ福音書とイザヤ書61章  

ルカ福音書では、イエスがナザレの会堂でイザヤ書61章の預言を読み上げ、それを自らに適用する場面がありま
す（ルカ4:16-21）。イエスは「主の霊が私に宿っています。貧しい人々に良い知らせを告げるために、彼は私
を油そそがれました」と宣言し、この言葉を通じて、自分自身が「恵みの年」、すなわち神のあわれみと救いが
実現する時代の到来を告げる者であることを宣言します。ルカはこのイザヤ書の引用を通じて、イエスの使命が
全人類に向けられた神の救いと恩寵の宣言であることを強調しています。これはルカが描く救いと聖霊のテー
マ、特に神の恵みによる新しい生命とよみがえりの命へのアクセスに深く関わっています。

これらのイザヤ書の引用は、マタイ福音書とルカ福音書がイエス・キリストの役割をどのように解釈し提示して
いるかの違いを示しています。マタイはイエスを通じて現れる神の王国とその光を強調し、ルカはイエスによる
恵みの年と全人類への救いの宣言を強調しています。これらはそれぞれの福音書が持つ中心テーマと深く結びつ
いており、イエスが果たすべき預言的役割とその使命の全貌を描き出しています。

Popo  

どちらも「ダビデ」に言及しています。これはマタイとルカでどう取り扱
われて、どう中心テーマと関連しているんだろう

 

ChatGPT  
マタイ福音書とルカ福音書の両方が「ダビデ」に言及しており、イエス・キリストの系図と王権の正統性に関わ
る重要なテーマを探求しています。ダビデはイスラエルの最も偉大な王の一人と見なされ、メシアが彼の子孫か
ら現れるというユダヤ教の伝統的な信念に基づいています。この背景から、マタイとルカはイエスのダビデとの
関連を強調することで、イエスがメシアであるという彼らの主張を補強していますが、それぞれが異なる強調点
を持っています。

マタイ福音書におけるダビデ  

マタイ福音書は、イエスの系図を提示することから始まり、イエスが「ダビデの子」であることを強調していま
す（マタイ1:1）。この表現は、イエスがユダヤ人のメシアとしての資格を持っていること、そしてダビデの王
位の正当な継承者であることを示すために用いられています。マタイはイエスをダビデの王国の復興者として描
き、これにより「天の国」の実現を約束しています。この観点から、ダビデへの言及は、イエスの王権と神の王
国の成就に直接関連しています。

マタイはまた、イエスの誕生に関する物語や彼の公的な働きにおいても、ダビデとの関連を織り交ぜています。
例えば、ベツレヘムでのイエスの誕生は、ダビデの故郷であることが強調され、イエスの王としての資質を象徴
しています。



ルカ福音書におけるダビデ  

ルカ福音書もイエスの系図を提供していますが、それはアダムに遡るもので、イエスが全人類の救い主であるこ
とを示しています（ルカ3:23-38）。しかし、ルカにおいてもダビデへの言及は重要で、イエスがダビデの家系
に属することを通じて、彼のメシアとしての資格が示されています。ルカでは、イエスの誕生を告げる天使がマ
リアに対し、「主神は彼に彼の父ダビデの王座を与えるでしょう」と述べる場面（ルカ1:32）があり、これに
よってイエスの王としての役割が予告されます。

しかし、ルカの強調点はイエスの普遍的な救いのメッセージにあり、ダビデとの関係は、イエスがユダヤ人の期
待するメシアであると同時に、その使命と救いが全人類に開かれていることを強調します。ルカは特に、神の憐
れみと救いの働きを強調し、イエスを通じて提供される救いがユダヤ人だけでなく、異邦人にも及ぶことを示し
ています。

まとめ  

ダビデへの言及は、マタイ福音書とルカ福音書の中でイエスの身元と使命を認証するための重要な要素です。マ
タイはイエスの王権とユダヤ人のメシアとしての役割を強調し、ルカはイエスの普遍的な救いのメッセージと全
人類への適用を強調します。どちらの福音書も、イエスがダビデの家系から来たことを通じて、彼のメシアとし
ての正当性と神の救いの計画の成就者であることを示しています。

Popo  

ルカ福音書では、ハンナの歌を連想するマリヤの歌、ザカリヤの歌は、救
いの角の歌である第二サムエル22章（詩篇18篇）を連想します

 

ChatGPT  
ルカ福音書におけるマリアの歌（マリアの讃歌、ルカ1:46-55）とザカリヤの歌（ザカリヤの預言、ルカ1:68-
79）は、旧約聖書の特定のテキストを想起させる重要な部分です。これらの歌は、神の救いの行動と約束の成就
を讃えるものであり、ルカの中心テーマである神の救いと恵みが全人類に及ぶことを象徴しています。

マリアの歌とハンナの歌  

マリアの歌は、サムエル記上2章に見られるハンナの歌との類似性で注目されます。ハンナは長い間子どもがい
なかったが、神が彼女の祈りに応えてサムエルを授けたことを讃えるためにこの歌を歌います。マリアの歌もま
た、自身がメシアの母となることを神が選んだこと、そして神が低い者を高め、飢えた者を良いもので満たし、
富める者を空に返すといった逆転の動きを通じて自らの正義を示すことを讃えます。これらの歌は、神が謙虚な
者と苦しむ者の側に立ち、彼らを救い出すという神の性質を強調しています。

ザカリヤの歌と救いの角の歌  

ザカリヤの歌は、第二サムエル22章および詩篇18篇に見られるダビデの「救いの角の歌」との類似性を持ちま
す。ダビデはこの歌で、神が彼の岩、要塞、救いの角であると讃え、敵からの救出を神に感謝しています。ザカ
リヤの歌は、神がその民を敵から救い出し、聖なる契約を思い出され、アブラハムに与えられた誓いを守ること
を通じて救いをもたらすと述べています。この歌は、イスラエルの神が救い主としての役割を果たし、その民を
救うというテーマを強調しています。



これらの歌は、ルカが伝えたいメッセージ、つまり神の救いが個人的なものであると同時に、歴史的な約束の成
就として全人類に及ぶという点を象徴しています。マリアの歌は、社会的な逆転を通じて神の正義と慈悲を強調
し、ザカリヤの歌は、救い主を通じての救いという神の約束の実現を讃えます。これらの歌は、ルカ福音書の中
で、神の恵みと救いの普遍性を強調する重要な要素です。

Popo  

第二サムエル22章のダビデの歌は、ハンナの歌に対する応答のような内容
ですよね

 

ChatGPT  
第二サムエル22章に記されているダビデの歌と、サムエル記上2章のハンナの歌は、互いに直接的な応答関係に
あるわけではないものの、神への深い信頼と救いへの感謝を共有するテーマで結びついています。これらの歌
は、神が彼らの人生においてどのように力強く働き、救いをもたらしたかを讃えるものであり、旧約聖書におけ
る信仰と救済の重要な表現です。

ダビデの歌（第二サムエル22章）  

ダビデの歌は、彼の敵に対する勝利と神による救出を讃えるものです。この歌は詩篇18篇と非常に似ており、ダ
ビデが経験した苦難からの救出と、神が彼のために戦ってくれたことへの感謝を表現しています。ダビデは神を
「岩」「要塞」「救いの角」として讃え、これらのメタファーを通じて、神がどのように彼の安全と成功の源で
あったかを描写しています。

ハンナの歌（サムエル記上2章）  

ハンナの歌は、長年の不妊の後に息子サムエルを授かったことへの感謝と、神の公正さおよび力に対する信頼を
表明するものです。彼女の歌は、神が社会的な秩序を逆転させる力を持っていること、つまり謙虚な者を高め、
高慢な者を低くする力を持っていることを讃えています。ハンナの歌は、神が個人の苦しみに対応し、正義を実
現する能力を持っていることを強調します。

応答の内容としての解釈  

ダビデの歌とハンナの歌を応答の内容として捉える場合、その共通点は神への信頼と神による救済の実例を讃え
る点にあります。両歌は異なる個人的な背景から出発していますが、神がどのようにして彼らの人生に介入し、
正義を実現し、救いを提供したかを共に讃えています。このように、互いに異なる経験を持つ二人が神の働きを
讃えることで、旧約聖書は神の力と慈悲が個人の状況を超えていることを示しています。

ルカ福音書において、マリアの歌とザカリヤの歌がこれら旧約聖書の歌を想起させるのは、新約聖書が旧約聖書
のテーマを継承し、拡張していることを示しています。ルカはこれらの歌を通じて、イエス・キリストを通じて
成就される神の救済行動を予告し、讃えているのです。

Popo  



どちらも「救いの角」であるメシアを賛美していますね  

ChatGPT  
はい、その通りです。「救いの角」という表現は、神が提供する強力な救済と保護の象徴です。このメタフォー
は旧約聖書において、神の力と救いの能力を表すために使用されますが、新約聖書、特にルカ福音書において
も、メシアを指して用いられることで、イエス・キリストが究極的な救いをもたらす者であることを示していま
す。

ハンナの歌と「救いの角」  

ハンナの歌（サムエル記上2章）では、「救いの角」の表現は直接使われていませんが、神が強力な救い手であ
り、信頼できる保護者であるというテーマが歌われています。ハンナは神が謙虚な者を高め、必要とする者に力
を与えると賛美しています。これは、メシアに関連する「救いの角」という概念と密接に関連しています。

ダビデの歌と「救いの角」  

第二サムエル22章（詩篇18篇としても知られる）におけるダビデの歌では、「救いの角」という言葉が直接用
いられています。ダビデは神を自分の「岩」、「要塞」、「救いの角」として讃え、これらの表現を通じて、神
がどのようにして彼の安全と成功の源であったかを描写しています。この言葉遣いは、神が信頼できる保護者で
あり、彼の民の強力な救い主であることを強調しています。

ルカ福音書と「救いの角」  

ルカ福音書では、ザカリヤの歌（ルカ1:68-79）で「救いの角」の概念が再び登場します。ザカリヤは、神が
「その民のために救いの角を起こされた」と讃えています。これは、イエス・キリストが神の約束を成就させる
メシアであることを示唆しています。ザカリヤの歌は、イエスが神の救いの計画の中心であり、彼を通じて神の
救済が実現されることを予告しています。

これらの文脈での「救いの角」の使用は、メシアが神の強力な救いと保護の手段であることを示しています。旧
約聖書から新約聖書へと続くこのテーマは、イエス・キリストを通じて神がどのようにして究極的な救いを提供
し、その約束を成就させるかを示すものです。

Popo  

ハンナの歌には、出だしの1節と最後の10節に「角」が歌われます  

ChatGPT  
ハンナの歌における「角」の言及は、サムエル記上2章に見られ、神に対する彼女の信頼と力への賛美を表して
います。ハンナの歌は彼女が息子サムエルを授かった後に唱えられ、彼女の深い感謝と神の力への賛美が表現さ
れています。



出だしの言及  

ハンナの歌の初めに「私の角は主によって高く上げられた」とあります（サムエル記上2:1）。ここでの「角」
は力と尊厳の象徴であり、ハンナが神によって強められ、尊厳を与えられたことを示しています。この表現は、
神がハンナの人生においてどのように力強く働き、彼女に勝利をもたらしたかを強調しています。

最後の言及  

歌の最後の部分にも、「彼（主）は...自分の王に力を与え、その油そそがれた者の角を高く上げる」との言及が
あります（サムエル記上2:10）。この箇所では、神が自分の選ばれた者、特に王やメシアに力を与え、彼らを高
めることが強調されています。この「角を高く上げる」という表現は、神がその選ばれた者を強力に支持し、彼
らを通じて自分の意志を実現することを意味しています。

ハンナの歌における「角」の言及は、神の力と救いのテーマを強調しており、彼女の個人的な経験を超えて、神
が彼の民をどのように支え、高めるかを象徴しています。この歌は、後のイスラエルの歴史と神学において重要
な役割を果たし、メシアに関する予言としても解釈されることがあります。ルカ福音書や他の新約聖書の文書に
おける「救いの角」という表現との関連性は、神の救済行動の一貫性と、イエス・キリストを通じてその救済が
最終的に実現されることを示しています。

Popo  

マタイ福音書の出だしでは「預言が成就した」ことが強調され、ルカの出
だしでは「約束が成就した」ことが強調されているように見えますがどう
ですか？

 

ChatGPT  
マタイ福音書とルカ福音書の導入部における「預言が成就した」と「約束が成就した」というテーマの強調は、
各福音書の特有の神学的焦点と目的を反映しています。これらの違いは、各著者がイエス・キリストの人物と役
割をどのように描写しようとしたかに基づいています。

マタイ福音書の「預言が成就した」  

マタイ福音書は、イエスの人生と働きを旧約聖書の預言の成就として繰り返し提示します。マタイはユダヤ人の
読者を意識して書かれており、イエスがメシアであり、旧約聖書に記された神の計画の成就者であることを示す
ために、旧約の預言を頻繁に引用します。例えば、イエスのベツレヘムでの誕生（マタイ2:5-6）、エジプトから
の呼び戻し（マタイ2:15）、そしてナザレという地で育ったこと（マタイ2:23）は、すべて旧約聖書の預言が成
就したとして提示されています。これらの言及は、イエスが神の計画において中心的な役割を果たしていること
を読者に確信させることを意図しています。

ルカ福音書の「約束が成就した」  

ルカ福音書では、イエスの誕生と公的な働きが神の約束の成就として描かれていますが、ここでの焦点はより広
い範囲の読者に向けられていて、特に神の救済の計画がユダヤ人だけでなく、全人類に及ぶことが強調されてい
ます。ルカはイエスの誕生を細かく記述し、特にゼカリヤ、マリア、そしてシメオンの歌を通じて、神の救済の
約束がどのように成就したかを示しています。これらの部分は、神が長い間にわたって語ってきた救済の約束
が、イエスの来臨によって全世界に向けて実現されることを強調しています。



結論  

マタイ福音書が「預言が成就した」ことを強調するのに対し、ルカ福音書では「約束が成就した」ことが前面に
出されているという観察は、これらの福音書が異なる視点と神学的意図を持ってイエスの物語を語っていること
を示しています。マタイはイエスがユダヤ人の期待するメシアとしての資格を持つことを強調し、ルカはイエス
の来臨が全人類にとっての救済の成就であることを示しています。これらの違いは、各福音書の著者が特定の読
者層にアピールし、イエス・キリストの普遍的な意義を異なる角度から描き出そうとしたことに起因していま
す。

Popo  

王の王である神の主権は「預言が成就する」ことによって表され、神は決
して誓いを破らない聖なる方であることは「約束が成就する」ことによっ
て表されたと考えられますね

 

ChatGPT  
はい、その解釈は適切で深い洞察を提供しています。「預言が成就する」ことと「約束が成就する」ことは、神
の主権と信頼性、そして彼の聖なる性質を表現する重要な方法です。これらのテーマはマタイ福音書とルカ福音
書を通じて異なる方法で展開されており、イエス・キリストの来臨がどのように神の計画と約束の成就であるか
を示しています。

神の主権と預言の成就  

「預言が成就する」ことは、神が歴史の流れを完全に支配していることを示しています。神は過去に預言者たち
を通じて語ったことが、時間が経過するにつれて具体的に実現していく様子を見せることで、自らの主権を明確
にします。マタイ福音書において、イエスの生涯の出来事が旧約聖書の預言と一致することが強調されるのは、
神が歴史の全ての時代を通じて自らの計画を遂行してきたことを示しており、イエスがその計画の中心であるこ
とを証明しています。

神の信頼性と約束の成就  

一方で、「約束が成就する」ことは、神が信頼できる存在であり、自らの誓いを決して破らないことを示しま
す。ルカ福音書において、イエスの誕生と彼の働きが神の古い約束の成就として提示されることは、神が人類に
対して持っている絶え間ない愛と忠実さを強調しています。これは、神が全人類に対する救済の約束を果たす聖
なる方であることを示しており、イエスを通じてその約束が実現したことを証明しています。

結論  

これらの視点は、新約聖書の中でイエスの役割と使命がどのように理解され、提示されているかを深く理解する
のに役立ちます。神の主権が預言の成就を通じて、そして神の信頼性が約束の成就を通じて示されることは、イ
エス・キリストの来臨が単なる歴史的事件ではなく、神の恒久的な計画と約束のクライマックスであることを示
しています。これらのテーマは、キリスト教信仰の中心であり、信者たちに神の性質と人類に対する彼の計画に
ついての深い理解を提供します。
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